
オンライン授業雑感 

                                  校長 小沼 泰高 

 

 ２月１日の臨時休業初日、当校初のテレビ会議型オンライン授業を実施しました。保護者の皆様からも

様々なサポートをしていただき、ありがとうございました。 

 

 オンライン授業初日、先生方はこれから教室デビューする新採用教員のような緊張感と不安を抱いてタ

ブレット PCを立ち上げました。画面は、ネットワークに接続できた生徒を順次表示し始めました。生徒

の表情は、「オンライン授業ってどんな授業なんだろう｣という好奇心と期待感にあふれていたようです。 

 私たちは常々｢授業の入り｣を大切にしています。今後も、生徒の興味と関心を大切にした授業づくりに

努めていきたいと思いました。 

 

 今回は、家にいても学校の授業とほぼ同じ授業ができました。テレビ会議とチャットを使うことで、会

話や対話もできました。また、学校の時程に近い生活を送ってもらうことも。さらには｢学校で授業を受

けるよりも発言がしやすかった｣という生徒の感想もたくさんありました。こうしてみると、オンライン

授業も捨てたものではないと思えてきます。でも、どうなのでしょう。 

 

 多くの生徒が「オンライン授業は学校での授業よりも疲れた」と言っていました。どうやら目と頭を使

いすぎるようです。学校での授業なら、教室内であっても動きがあります。しかし、このような健康問題

もバーチャルゴーグルの導入やテクノロジーの進歩により、やがては解消されるのかもしれません。 

 では、学校の授業は全てオンライン授業に代替できるのでしょうか。オンライン授業を２年間受け続け

ている大学生が明快に答えてくれそうです。 

 

  ｢ネットは便利だけど便利すぎる｣。オンライン授業のことを書いている内に、２学年だよりに載ってい

たこの言葉を思い出しました。これは、１月３１日にあった三校ＰＴＡ連絡協議会主催のメディア講演会

を聴講した２年生女子の感想です。保護者の皆様も夜の部への御参加ありがとうございました。  

  ｢ネットは便利だけど便利すぎる｣。唱えれば唱えるほど、ネットとどう向き合うべきかをいろいろ考え

させられます。 

 

 新学習指導要領では各教科等での｢振り返り｣を重視しています。先ほどの言葉や以前に紹介した SDGs

の振り返り｢何もしないことを止めた｣など、新穂中生徒たちの感性豊かな振り返りには私も学ぶところが

大です。また、２月９日にあった生徒総会でも、生徒の発言と聴く姿から今後の教育活動に関するたくさ

んのヒントや発想をもらえました。 

 

 相手の感性に触れるには、自分自身の感性を豊かにしていくことが大切と考えます。新穂中には、上記

のほかにも作文、絵画、合唱など様々な学習や諸活動の折々で、｢キラリ｣と光る感性を発揮する生徒がた

くさんいます。 

 私たちも、自分の感性を更に磨き高めながら日々の教育活動にあたっていきたいと思います。 

佐渡市立新穂中学校 学校だより 

 

教育目標 

やさしく つよく あたらしく 

☎22-2067 

FAX22-3838 

niibo-js@sado.ed.jp 

令和 4年２月２１日 

 



臨時休校もありましたが、生徒はとても元気です 

 ２月１日（火）から３日間、新型コロナウイルスの拡散防止のため新穂中学校は臨時休校となりました。

この３日間には、生徒も職員も試行錯誤しながらオンライン授業を実施しました。Web上でどのような授

業が行われているのか、各学年の会議システムの様子をのぞいてみると、どの教科も工夫を凝らしていま

した。投稿機能を用いた質問や生徒間でのやりとりや、授業内での小規模会議の実施、授業内容の解説動

画をネット上にあげたり、プレゼンテーション機能を活用してリアルタムに内容を説明したりなど、少し

でも生徒に理解を促そうと職員もアイディアを出しながら実践していました。 

このような緊急事態の想定を含めて、山本寛史 ICT支援員から GIGAスクール構想に対応できるように

サポートをいただいていたおかげで、なんとか乗り切ることができました。振り返りアンケートでは、「休

校中でも勉強のリズムが崩れなかった」「オンラインだと困ったときに先生に聞きやすい」「チャットが使

えるので分からないところが無かった」「家でこんなに快適に授業を受けれて驚いた。とても楽しかった。

先生方ありがとうございました」とオンラインならではの良さを生徒は感じたようでした。しかし、生徒

にとって本来の学校の良さを実感した期間でもありました。３日間後に登校した生徒は、なんともうれし

そうな顔をしていました。画面越しではなく、友人と対話できる喜びをかみしめていたようでした。 

 現在も新型コロナウイルスは、学校の諸活動に影響を与えています。スキー授業や、マイ弁当企画、新

入生の保護者の皆様への学校説明会、授業参観や、PTA総会などが中止となり、２月１４日時点では、放

課後の部活動も休止期間です。生徒からは「早く部活がしたい」との声もあがっています。そのような中

でも生徒たちは、感染拡大防止に努めつつ、できることを精一杯行い、元気いっぱいに過ごしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 1年生 技術 アプリケーションの使い方を学習していました 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 2年生 国語 調べ学習を各自行っていました 】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 3年生 保健体育 バスケットボールのドリブルやシュートの練習をしていました 】 

第２回生徒総会と引継式 

 ２月９日（水）に第２回生徒総会が行われました。令和３年度の新穂中学校を引っ張った生徒会本部役

員、各委員長、部活動部長が、今年度の取組の成果と来年度への提言を発表しました。 

今年度からタブレットを活用した総会が企画され、議案書等の紙媒体を印刷したり、製本したりする時

間の削減に繋がりました。総会では、多くの生徒が自分事として捉え、真剣に聞いている姿が見られまし

た。また、後半は引継式が行われました。生徒会長や委員長が思いを伝えたり、部活動部長がボールやラ

ケットを渡したりする場面がありました。３年生の思いが１、２年生にしっかりと引き継がれました。３

年生の皆さん、今までありがとうございました。最後まで立派なリーダーでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市報さど 2月号」に新穂中学校が大きく取り上げられました 

 「市報さど ２月号」には、新穂中学校に関する記事が満載でした。表紙には第１０回、第２０回と、

今回の第３０回立志元服式の様子が掲載され、２～５ページには、今回の立志元服式の様子と、３年生８

名の立志が掲載されています。また、２０ページには、今年度取り組んだ SDGｓ学習についても掲載され

ています。これまでも、新穂中学校の教育活動は、多くのメディアで紹介されています。地域と共に生徒

を育む新穂中学校の教育活動について、今後もご支援、ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

栄光の記録 

 

新潟県ジュニア美術展覧会 

 奨励賞 

 

英語検定 

 ３級 

 ５級  

 ５級  

 

３月の予定 

３日（木） 公立高校入試（学力検査） 

４日（金） ３年終業式、同窓会入会式 

       卒業式予行、卒業式準備 

７日（月） 卒業式 

８日（火） 公立高校入試追検査（学力検査） 

９日（水） 公立高校入試追検査（独自検査） 

１１日（金） 公立高校合格発表 

１２日（土） バレー夢カップ 

２２日（火） 公立高校入試２次学力検査・面接 

２３日（水） ２次検査合格発表 

２４日（木） 終業式 

２５日（金） 離任式・学年末始休業（４/５まで） 

新穂中ＨＰを随時更新しています。 

ぜひ、御覧ください。  

 http://niibo-js.sado.ed.jp 


